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昨今のエンタープライズBIには、堅

牢性、セキュリティと並んで、既存資産

を無駄にしないで対応できる親和性が必

要とされている。コグノスでは、Oracle

を中心とした幅広い最新プラットフォー

ムに対応したCognos ReportNet 1.1 MRI

により、既存資産を生かしたエンタープ

ライズBIを実現し、企業の競争力向上

に貢献していくとしている。

■Cognos Metrics Manager 2.2

現在、日本でもバランス・スコアカー

ド（BSC）をはじめとする業績管理が浸

透しつつあるが、依然、多数の表計算ス

プレッドシートを手作業で更新し、評価

指標（KPI：Key Performance Indicator）

を作成するという方法が主流となってい

る。このため、評価指標の作成に時間が

かかってしまい、先行管理やタイムリー

な戦略変更が難しいという問題があっ

た。「Cognos Metrics Manager」は、企

業の戦略目標を確実に実行するために定

めた評価指標を管理する一元化されたス

コアカードをリアルタイムに提供する。

10月より出荷を開始する「Cognos

Metrics Manager 2.2」では、評価指標を

簡単かつ迅速に定義する新コンポーネン

ト「Cognos Metrics Designer」の追加に

より、生産性が大幅に向上している。さ

らに、ビジネス・ユーザーが普段取り扱

うビジネス・インテリジェンス（BI）の

データより評価指標を抽出できるため、

BIを普段利用するユーザーはデータの意

味（セマンティックレイヤ）を随時検証

する必要がなくなる。これにより、ビジ

ネスに携わる管理者自らが必要な評価指

標を迅速に作り出すことができ、機動性

の高いマネジメントの実現が可能にな

る。作成されたスコアカードはコグノス

のエンタープライズBIと統合されてお

り、多数の評価指標を自動的に算出する

際、BIのデータ処理能力を最大限に利用

できる。

以下に、Cognos Metrics Manager 2.2

の主な特徴を示す。

・評価指標(KPI)を簡単かつ迅速に定義

する新コンポーネント「Cognos Metrics

Designer」により、評価指標作成の生産

性が大幅に向上。

・戦略目標を確実に実行するために定め

た評価指標を管理する「スコアカード」

を提供。スコアカードは、膨大な情報か

ら着目すべき問題点や戦略の達成状況な

どを俯瞰することができる管理手法。

・コグノスが提供するエンタープライズ

BIと密接に統合。この連携により、社内

での協調性のとれた意思決定が行えるほ

か、企業業績の管理に必要な評価指標を

迅速に配布し、情報の共有を促進する。

・バランス・スコアカードやシックス・

シグマといったさまざまな方法論に基づ

いたスコアカードに使用可能。独自のス

コアカードや既存の管理方法論を基に、

評価指標同士を容易に関連付けて管理で

きる。

・バランス・スコアカードを提唱した

キャプラン氏が主催しているバラン

ス・スコアカード・コラボラティブ

（http://www.bscol.com）の認定製品。

TEL：03-3344-3031

コグノスは、エンタープライズBI

Webレポーティングの最新版「Cognos

ReportNet  1.1 MR1」を8月25日より出

荷開始したのに続いて、この10月から

はエンタープライズ・スコアカードの最

新版「Cognos Metrics Manager 2.2」を

出荷開始する。

■Cognos ReportNet 1.1 MR1

「Cognos ReportNet」は、膨大なデー

タからWebブラウザを通して必要な情

報をレポートとして取り出すエンタープ

ライズBI Webレポーティング製品。企

業内に分散している様々なデータソース

からデータを引き出し、ビジネスで重要

な情報を一つのレポート上に表現するこ

とができる。25以上の言語対応と、ピ

ュアWebアーキテクチャにより、TCO

削減に貢献し、すでにワールドワイドで

多数の企業で採用されている。

8月25日より出荷を開始した最新版の

「Cognos ReportNet  1.1 MR1」では、オ

ラクルの「Oracle Application Server 10g」

及び「Oracle Database 10g」に対応。

さらに、Oracle プロキシ認証及び1つの

データベース・オブジェクトを複数のユ

ーザーで安全に共有できる仮想プライベ

ートデータベース（Virtual Private

Database）への対応なども強化している。

これらの機能強化により、すでに導入済

みのOracleプラットフォーム資産が有効

に活用されるだけでなく、Oracleを利用

したビジネスを行っている企業にとって、

Oracle 10gの統合されたプラットフォー

ム上で「Cognos ReportNet」を活用する

ことが容易に実現可能となっている。

コグノス

エンタープライズBI Webレポーティングの最新版「Cognos ReportNet 1.1MR1」に続いて、
エンタープライズ・スコアカードの最新版「Cognos Metrics Manager 2.2」を出荷開始
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シ ス テ ム 管 理 ソ フ ト ウ ェ ア

「BladeSymphony Manage Suite（ブレ

ードシンフォニー マネージ スイート）」

で全てのハードウェアを統合し、シス

テム構築の容易化やシステムの統合運

用、システムの状況に応じた柔軟で迅

速なシステム変更を実現。また、同社

の統合システム運用管理「JP1」と連携

することで運用手順（ポリシー）設定

による自動運転機能など、より高度な

運用が可能となり、システムの運用性

を大幅に向上することができる。なお

OSには、Windows Server 2003とRed

Hat Enterprise Linux AS3を採用し、オ

ープン環境の豊富なアプリケーション

を利用することができる。

TEL：0120-2580-12

日立製作所 情報・通信グループ（日

立）は、サーバ、ストレージ、ネット

ワークおよびシステム管理ソフトウェ

アを一体化させて、最大40％のTCO削

減を可能にした統合サービスプラット

フォーム「BladeSymphony（ブレード

シンフォニー）」の販売を開始した。同

製品は、日立のサービスプラットフォ

ームコンセプト「H a r m o n i o u s

Computing」に基づき、幅広いハード／

ソフトウェアの技術を結集して、ブレ

ード仕様のサーバ部とストレージ部、

ネットワーク部およびオペレーティン

グシステム（OS）、システム管理ソフ

トウェアをユーザーの要件に合わせて

選択、1つの筐体に収容したプラットフ

ォーム製品である。新しく開発された

日立製作所

統合サービスプラットフォーム「BladeSymphony」を発売

機種の特徴である99.999％超の可用性

を保持しつつ、大幅な低価格化を実現

（CPU、メモリ、PCIカード等の障害コン

ポーネントの交換には計画停止が必要）

●全コンポーネントが「2重化で障害停

止しない」というFTサーバ・シリーズ

の特徴を継承し、分散環境で使用する

サーバや特定用途向けパッケージ型ア

プライアンス等にも利用できる

●インテルXeon 3.06GHz、1-way（論理

CPU）モデル、最大4GBのメモリ、内蔵ハ

ードディスク80GB x 3ペアまで搭載可能

●マイクロソフト社のWindows Server

2003 Standard Edition をサポート

●販売形態は全て規定パッケージング

にて提供　　　　 TEL：03-3234-5562

日本ストラタステクノロジーは、イ

ンテル社製最新CPU搭載の新しいロー

コスト版FTサーバ（Fault-tolerant

server：無停止型サーバ）の新シリー

ズ「ストラタス ftServer 100Jシリーズ」

の販売を日米同時に開始した。同製品

は、完全二重化によるフォールト・ト

レランスで99.999％超の最高水準の可

用性を実現しつつ、大幅に価格を下げ、

市場販売想定価格100万円台からの提

供を実現した、新しいコンセプトによ

る、分散環境やアプライアンス等の新

たなニーズに対応した製品である。主

な特長は次の通り。

●インテル社最新CPUを搭載し、優れ

たコストパフォーマンスを実現。従来

日本ストラタステクノロジー

ローコスト版無停止型サーバ「ftServer 100Jシリーズ」を発表

サン・マイクロシステムズ（サン）

は、システムの連続稼働率を高めるク

ラスターソフトウェア「Sun Cluster 3」

と他社製ストレージ製品の接続認証を

推進する「Sun Cluster Open Storage

Program」を日本国内で開始した。同

プログラムは、サンのストレージ製品

群であるSun StorEdgeストレージ製

品とSun Cluster 3の組み合わせを保

証するのと同様の検証方法・プロセス

に基づき、他社製ストレージ製品との

接続性についての認証を与えるもので

ある。これにより、異機種混合環境に

おいてもサンが認証したクラスターシ

ステムを利用できるようになり、企業

システムの連続稼働に重要な役割を果

たすクラスターシステムの、より一層

円滑な運用管理が可能になる。具体的

には、サンが自社製品同士の品質保証

テストを行う際に使用する総合検証ツ

ールをストレージベンダーに提供。ベ

ンダーは、このツールを用いて自社ス

トレージとSun Cluster 3 ソフトウェ

アの組み合わせの検証作業を行う。検

証期間中はサンの開発部門で品質保証

を担当するエンジニアがコンサルティ

ングおよびサポートを提供。最終的に

得られた検証結果をサンとベンダーで

確認し、認証取得の基準を満たしてい

ることが認められると正式な Sun

Cluster 3 対応ストレージとして認定

されることになる。

TEL：03-5717-5717

サン・マイクロシステムズ

他社製クラスターソフトの
接続認証を推進する「Sun
Cluster Open Storage
Program」を開始
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日本ヒューレット・パッカード（日

本HP）とNTTファシリティーズは、ブ

レード型サーバなどの大規模情報システ

ムの導入と電源・空調システムなどのフ

ァシリティ構築を合わせたサーバシステ

ム環境構築トータルソリューション事業

で、アセスメント・コンサルティングか

ら設計・施工、保守・運用までの幅広い

分野において業務提携を行った。

今回の業務提携にあたり両社は、企

業におけるIT機器の電源および発熱の問

題点を「IT機器の高性能化・高密度化」、

「ITシステムの構造（無駄な電力消費＝

地球環境問題）」、「ITからファシリティ

までトータルにソリューションを提案で

きるベンダーが不在」の3つと捉え、こ

の問題に対して、両社の得意な技術・サ

ービス・ノウハウを相互に活かして、サ

ーバシステムの導入から電源・空調シス

テムなどのファシリティ構築まで、ワン

ストップで提供することで、より顧客企

業のITシステム、ファシリティにおける

TCOを削減し、競争力強化を支援する

とともに、より信頼性が高く、地球環境

に配慮したITシステム基盤の構築に貢献

することを目的としている。この提携に

基づき、今後は、最新サーバによる統合

ソリューションや、ITファシリティ構築

ソリューションなどの提案を行っていく。

日本HP TEL：03-5463-8570／

NTTファシリティーズ TEL：03-5444-5112

米国ノベル社は、最も急速に成長す

るLinux市場である中国に注力してい

く意向を示すものとして、中国政府が

国内におけるLinuxの普及を図るため

に発足したLinux標準化団体「China

Linux Standard Group」への参加を発

表した。ノベル中国支社は「標準化団

体の幹部やその他のメンバーと協力

し、同団体のLinux標準化や教育に関

する活動に貢献し、中国における

Linux普及を目指して統一的な推進を

図ります」と語っている。

China Linux Standard Groupは、中

国情報省のもとで2004年4月に設立さ

れた。同団体はLinux関連アーキテク

チャにおいて不可欠な標準を開発し、

定義する役割を担っている。ノベルは、

China Linux Standard Groupに正式参

加する唯一の国際的な商用Linuxベン

ダーとして、他のメンバーとともに、

地方レベル、全国レベルの各種ソフト

ウェア開発コミュニティや中国企業か

らの情報を調整し、中国のIT関連学術

専門家やその他の専門家に対し、

Linuxに関するコンサルティングや助

言を提供していく。今回の動きには、

中国において台頭しつつあるLinux市

場を、明確に形成する効果が期待され

ている。同団体の会長の Z h a n g

Hongfen氏は、「ノベルの参加は、中

国におけるLinux標準の定義において

多大な貢献をしてくれると考えていま

す」と語っている。

http://www.novell.co.jp/nicweb

日本HP＆NTTファシリティーズ

サーバシステム環境構築トータルソリューション事業で業務提携

ノベル

中国のLinux標準化団体を通じて中国におけるLinuxの普及を促進
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